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２ 運転事故に関する事項 

 

２．１ 鉄軌道における運転事故の発生状況等 

 

(1) 運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

○鉄軌道における運転事故９は、長期的には減少傾向にあり、平成１３年度からは８００件台

で推移しています。平成２４年度に発生した運転事故は、８１１件で対前年度５６件（６．５％）

減でした。 

○平成２４年度に発生した運転事故による死亡者数は、２９５人で対前年度１９人（６．１％）

減でした。運転事故による死亡者数は、近年ほぼ横ばいとなっています。 

○また、運転事故による死傷者数は、７４６人で対前年度３４人（４．４％）減でした。この中に

は、（4）に記載する主な事故の負傷者８８人が含まれています。運転事故による死傷者数

は、件数と同様に長期的には減少傾向にありますが、ＪＲ西日本福知山線列車脱線事故

があった平成１７年度の死傷者数が１，３９７人であるなど、甚大な人的被害を生じた運転

事故があった年度の死傷者数は多くなっています。 

○なお、運輸安全委員会の調査対象となった運転事故１０は、平成２４年度発生した運転事

故８１１件のうち１８件（２．２％）でした。 

図４：運転事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

  

                                         
９  運転事故の種類については、後掲の「用語の説明」をご覧ください。なお、自殺を直接原因とするもの

は、人身障害事故、踏切障害事故及び道路障害事故に該当しませんが、一部に自殺かそうでないか

判別できないものがあり、それが人身障害事故、踏切障害事故及び道路障害事故として国へ報告され

ているとみられます。 
１０ 運輸安全委員会が調査対象とする運転事故は、鉄道における列車衝突事故、列車脱線事故及び列

車火災事故、その他の運転事故であって、５人以上の死傷者を生じたもの、乗客、乗務員等に死亡者

を生じたもの等です。詳しくは、http://www.mlit.go.jp/jtsb/index.html を御覧ください。 
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(2) 列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

 

○列車走行百万キロ当たりの運転事故件数は、運転事故件数と同様に長期的には減少傾    

向にありますが、平成１３年度からは０．６件台で推移しており、平成２４年度は０．６１件で

した。 

図５：列車走行百万キロ当たりの運転事故件数の推移 

 

 

 

(3) 運転事故の種類別の件数及び死傷者数 

 

○平成２４年度に発生した運転事故の内訳は、線路内やホーム上での列車との接触などの

人身障害事故が４２９件（５２．９％）で対前年度３件（０．７％）減、踏切道における列車と

自動車との衝突などの踏切障害事故が２９４件（３６．３％）で同３５件（１０．６％）減、路面

電車と自動車との道路上での接触などの道路障害事故が６２件（７．６％）で対前年度２

８件（３１．１％）減となっています。列車事故 11 は２２件（２．７％）で対前年度９件（６９．２％）

増でした。 

○身体障害者の方が死傷した運転事故は、６件（視覚障害者の方の事故が３件、聴覚障害

者の方の事故が２件、肢体不自由の方の事故が１件）でした。 

○平成２４年度に発生した運転事故による死亡者数は、（1）に記述したとおり２９５人であり、

                                         
11  「列車事故」は、列車衝突事故（軌道における車両衝突事故を含む。）、列車脱線事故（軌道におけ

る車両脱線事故を含む。）及び列車火災事故（軌道における車両火災事故を含む。）をいいます。 
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その内訳は、人身障害事故によるものが１７２人（５８．３％）で対前年度２３人（１１．８％）減、

道路障害事故によるものが２名（０．７％）で同２人増、踏切障害事故によるものが１２１人

（４１．０％）で同２人（１．７％）増となっています。 

○平成２４年度に発生した踏切事故は、踏切障害事故２９４件のほかに、踏切障害に伴う列

車脱線事故が１件あったので、２９５件（３６．４％）でした。 

○平成２４年度に新幹線において発生した運転事故は、ありませんでした。 

 
 
 
 
 
 
 

図６：運転事故の種類別の件数及び死傷者数（平成２４年度） 
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           ③ 負傷者数                      ④ 死傷者数 
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(4) 平成２４年度における主な事故の発生状況 

 

○平成２４年度の主な事故（乗客乗務員に死亡者又は５人以上の負傷者が発生した事故）

は、４件ありました。 

 

表３：主な事故の発生状況（平成２４年度） 

年 

月日 
事業者 場 所 

事故

種類

死

亡

負

傷

脱線

両数
概 要 

H24 

6.11 

岡山電

気軌道 

東山線 

県庁通り停留場～

西大寺町停留場間

（岡山県岡山市） 

車両

脱線
０ ８ １ 

交差点を直進しようとした路面電

車と、反対方向から交差点に進入し

て右折しようとした乗用車とが衝突し

た。これにより路面電車の全 4 軸が

脱線した。 

H24 

9.15 

土佐電

気鉄道 

後免線 

長崎停留場～ 

小篭通停留場間 

（高知県高知市） 

車両

脱線
０ ６ １ 

交差点を直進しようとした路面電

車と、交差点に左側から進入した貨

物自動車とが衝突した。 これにより

路面電車の前台車 2 軸が脱線し

た。 

H24 

9.24 

京浜急

行電鉄 

本線 

追浜駅～京急田浦

駅間 

（神奈川県横須賀

市） 

列車

脱線
０ ５６ ３ 

列車走行中、30～40m 前方の線

路上に土砂が堆積しているのを認

めたため非常ブレーキを使用した

が、土砂に乗り上げて先頭から 3 両

が脱線した。 

H25 

2.12 

山陽電

気鉄道 

本線 

荒井駅構内 

（兵庫県高砂市） 

列車

脱線
０ １８ ２ 

列車走行中、神鋼前踏切道に車

両運搬車を認めたため非常ブレー

キを使用したが間に合わず車両運

搬車に衝突した。これにより先頭か

ら 2 両が脱線した。 
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２．２ 列車事故の発生状況 

 

○平成２４年度に発生した列車事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の２．７％に

当たる２２件で対前年度９件（６９．２％）増でした。列車事故による死亡者はありませんで

したが、負傷者数は８９人で５人増でした。この中には、２．１(4)に記述した平成２４年６

月１１日の岡山電気軌道東山線車両脱線事故による負傷者８人、平成２４年９月１５日

の土佐電気軌道後免線車両脱線事故による負傷者６人、平成２４年９月２４日の京浜急

行電鉄本線列車脱線事故による負傷者５６人及び平成２５年２月１２日の山陽電気鉄道

本線列車脱線事故による負傷者１８人が含まれています。 

 

 

 

図７：列車事故の件数及び死傷者数の推移 
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２．３ 踏切事故の発生状況 
 

(1) 踏切事故の件数及び死傷者数の推移等 
 

○平成２４年度に発生した踏切事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の３６．４％

に当たる２９５件で対前年度３６件（１０．９％）減、踏切事故による死亡者数は１２１人で同２

人（１．７％）増、死傷者数は２２０人で同８人（３．８％）増でした。 

○身体障害者の方が死傷した踏切事故は、２件（肢体不自由の方が第１種踏切道で１件、

聴覚障害者の方が第３種踏切道で１件）でした。 
 

図８：踏切事故の件数及び死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 踏切種別別・衝撃物別・原因別及び関係者年齢別の踏切事故件数等 

 

○平成２４年度に発生した踏切事故２９５件の踏切種別別 12 の内訳は、第１種踏切

道２５１件 （８５．１％）、第３種踏切道９件（３．１％）、第４種踏切道３５件（１１．９％）となっ

ています。 

○衝撃物別の内訳は、自動車１２７件（４３．１％）、二輪１７件（５．８％）、自転車などの軽車

両４８件（１６．３％）、歩行者１０３件（３４．９％）となっています。 

○原因別の内訳は、直前横断１４３件（４８．５％）、落輪・エンスト・停滞９５件（３２．２％）、側  

面衝撃・限界支障４７件（１５．９％）、その他１０件（３．４％）となっています。 

                                         
12 踏切種別には第１種踏切道、第２種踏切道、第３種踏切道、第４種踏切道があります。詳細に

ついては、後掲の「用語の説明」をご覧ください。 
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図９：踏切種別別、衝撃物別、原因別及び関係者年齢別の踏切事故件数（平成２４年度） 
                           

① 踏切種別別                      ② 衝撃物別 
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側面衝撃・限界支障：自動車等が通過中の列車の側面に衝突したもの及び自動車等が列車と接触する限界

を誤って支障し停止していたため、列車が接触したもの 

停滞・落輪・エンスト：自動車等が落輪、エンスト、踏切道を通過する前に出口側の遮断機が降下し、自動車

等が踏切道内に停滞して列車が接触したもの 

関 係 者 年 齢：歩行者等の年齢（自動車等にあっては、運転者の年齢） 
 

 

○平成２４年度の踏切道１００箇所当たりの踏切事故件数は、第３種踏切道が１．１０件、第４

種踏切道が１．１５件であり、これらと比較すると一般的には道路の交通量若しくは列車の

本数が多く、又は列車の速度が高い傾向にある第１種踏切道の０．８４件より高くなってい
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道が０．４６件であり、第１種踏切道の０．０７件よりも高くなっています。 
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図１０：踏切種別別の衝撃物別・原因別の踏切事故件数等（平成２４年度） 
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② 第３種踏切道（踏切道数 816） 

注１：踏切道数は、平成２５年３月末のものである。 
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〔0.34〕

二輪

14件 5.6%

〔0.05〕

軽車両

37件 14.8%

〔0.12〕

歩行者

99件 39.4%

〔0.33〕

直前横断

21件 8.4%

〔0.07〕

落輪・エンスト・停滞

48件 19.2%

〔0.16〕

側面衝突・限界支障

31件 12.4%

〔0.10〕

その他

1件 0.4% 〔0.00〕

直前横断

6件 2.4% 〔0.02〕

落輪・エンスト・停滞

5件 2.0% 〔0.02〕

側面衝突・限界支障

2件 0.8% 〔0.01〕

その他

1件 0.4% 〔0.00〕

直前横断

9件 3.6% 〔0.03〕

落輪・停滞

25件 10.0% 〔0.08〕
側面衝突・限界支障

1件 0.4% 〔0.00〕

その他

2件 0.8%

〔0.01〕

直前横断

76件 30.3%

〔0.25〕

停滞

16件 6.4% 〔0.05〕

側面衝突・限界支障

3件 1.2% 〔0.01〕

その他

4件 1.6%  〔0.01〕

件 数

251件

〔0.84〕

自動車

4件 44.4%

〔0.49〕

二輪

1件 11.1%

〔0.12〕

軽車両

3件 33.3%

〔0.37〕

歩行者

1件 11.1%

〔0.12〕

直前横断

4件 44.4%

〔0.49〕

側面衝突・限界支障

1件 11.1% 〔0.12〕

直前横断

3件 33.3%

〔0.37〕

直前横断

1件 11.1%

〔0.12〕

件 数

9件

〔1.10〕

自動車

22件 62.9%

〔0.73〕
二輪車

2件 5.7%

〔0.07〕

軽車両

8件 22.9%

〔0.26〕

歩行者

3件 8.6%

〔0.10〕 直前横断

14件 40.0%

〔0.46〕

落輪・エンスト・停滞

1件 2.9% 〔0.03〕

側面衝突・限界支障

7件 20.0% 〔0.23〕
側面衝突・限界支障

1件 2.9%

〔0.03〕

その他

1件 2.9%

〔0.03〕

直前横断

7件 20.0%

〔0.23〕

側面衝突・限界支障

1件 2.9% 〔0.03〕

直前横断

2件 5.7%

〔0.07〕

その他

1件 2.9% 〔0.03〕

件 数

35件

〔1.15〕
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２．４ 人身障害事故の発生状況 
 

(1) 人身障害事故の件数及び死傷者数の推移等 

 

○平成２４年度に発生した人身障害事故は、２．１(3)に記述したとおり運転事故全体の５

２．９％に当たる４２９件で対前年度３件（０．７％）減、人身障害事故による死亡者は

１７２人で同２３人（１１．８％）減、死傷者は４３２人で同１３人（２．９％）減でした。 

○運転事故が長期的に減少傾向にある中で、人身障害事故は平成１４年度から増加傾向

にあり、近年は横ばい傾向にあります。 

○身体障害者の方が死傷した人身障害事故は３件（視覚障害者の方の事故が３件）でし

た。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 原因別の人身障害事故件数等 

 

○人身障害事故の原因別の内訳は、公衆等が無断で線路内に立ち入る等して列車と接触

したもの（線路内への無断立入り等での接触）が１９３件（４５．０％）で対前年度１４件（６．

８％）減、これによる死亡者数は１４５人で同１７人（１０．５％）減でした。「線路内への無断

立入り等での接触」については、自殺かそうでないか判別できないまま人身障害事故とし

て国へ報告されているものが比較的多く含んでいると見られます。 

○旅客等がプラットホームから転落したことにより列車と接触したもの（ホームから転落して接

触）は４８件（１１．２％）で対前年度１３件（２１．３％）減、これによる死亡者数は１６人で同３

図１１：人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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人（１５．８％）減でした。 

○プラットホーム上で列車と接触したもの（ホーム上で接触）は１７５件（４０．８％）で対前年

度２７件（１８．２％）増、これによる死亡者数は８人で同４人（３３．３％）減でした。 

○乗降口の扉に手を挟んだまま列車が出発して旅客が負傷したものなど鉄道係員の取扱

い等によるもの（戸挟み発車等）は１１件で対前年度１件増でした。 
 

図１２：原因別の人身障害事故の件数及び死傷者数（平成２４年度） 
 

① 件  数                        ② 死亡者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 負傷者数                         ④ 死傷者数 
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○「ホームから転落して接触」と「ホーム上で接触」を合わせた「ホームでの接触」は２２３件で

人身障害事故件数の５２．０％を占めています。 

 
 

図１３：原因別の人身障害事故件数の推移 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１４：人身障害事故による死傷者の年齢別人数 
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※年齢の把握ができなかった場合は、除いています。 
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２．５ 事業者区分別の運転事故件数 

 

○事業者区分別の運転事故件数は、表４のとおりです。 

 

表４：事業者区分別の運転事故件数（平成２４年度） 
                                                           （件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小民鉄」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

※４  「地域鉄道」は、脚注８をご覧下さい。 

 

 

 

　　　　　　　　事故種類

事業者区分

列車
衝突

列車
脱線

列車
火災

踏切
障害

道路
障害

人身
障害

物損 合計

ＪＲ（在来線） 7 2 137 224 4 374

ＪＲ（新幹線） 0

民鉄等 5 152 6 202 365

　大手民鉄 1 99 145 245

　公営地下鉄等 27 27

　新交通・モノレール 0

　中小民鉄 4 53 6 30 93

路面電車 2 6 5 56 3 72

合計 2 18 2 294 62 429 4 811

　　地域鉄道　【再掲】 1 5 52 56 21 135

　　　地域鉄道（鉄道） 3 49 6 20 78

　　　地域鉄道（軌道） 1 2 3 50 1 57


